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製品についての注意事項

このユーザ ガイドでは、ほとんどのモデルに共通の機能について説明します。一部の機能は、お使い
のコンピュータで対応していない場合もあります。
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1 メディア カード リーダーでのカードの使

用（一部のモデルのみ）

別売のメディア カードは、データを安全に格納し、簡単にデータを共有できるカードです。 これら
のカードは、他のコンピュータ以外にも、デジタル メディア対応のカメラや PDA などでよく使用さ
れます。

お使いのコンピュータのメディア カード リーダーは、以下のフォーマットに対応しています。

● メモリ スティック

● メモリ スティック PRO

● マルチメディア カード

● マルチメディア カード プラス

● Secure Digital メモリ カード

● Secure Digital High Capacity メモリ カード

● xD ピクチャ カード

● xD ピクチャ カード タイプ H

● xD ピクチャ カード タイプ M

メディア カードの挿入
注意： メディア カードまたはコンピュータの損傷を防ぐため、メディア カード スロットには、ど
のような種類のアダプタも挿入しないでください。

注意： メディア カード コネクタの損傷を防ぐため、メディア カードの挿入時に必要以上の力を加
えないでください。

1. メディア カードのラベルを上にし、コネクタをコンピュータ側に向けて持ちます。
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2. カードをメディア カード リーダーに挿入し、しっかりはまるまでカードを押し込みます。

デバイスが検出されたときに音が鳴り、場合によっては使用可能なオプションのメニューが表示
されます。

メディア カードの停止と取り出し
注意： データの損失やシステムの応答停止を防ぐため、メディア カードを取り出す前にカードを停
止してください。

1. 情報を保存し、メディア カードに関連するすべてのプログラムを閉じます。

注記： データ転送を停止するには、オペレーティング システムの[コピーしています]ウィンド
ウで[キャンセル]をクリックします。

2. メディア カードを停止します。

a. タスクバーの右端にある通知領域の[ハードウェアの安全な取り外し]アイコンをダブルクリ
ックします。

注記： [ハードウェアの安全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域の[隠れている
インジケータを表示します]アイコン（[<]または[<<]）をクリックします。

b. 一覧からメディア カード名をクリックします。

注記： 一覧に表示されないメディア カードを取り外す場合、デバイスを停止する必要は
ありません。

c. [停止]をクリックし、[OK]をクリックします。

3. メディア カードを押し込んで、カードを取り出します（1）。
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4. メディア カードをスロットから取り出します（2）。
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2 ExpressCard の使用

ExpressCard は、ExpressCard スロットに挿入する高性能な PC カードです。

標準の PC カードと同様に、 ExpressCard は PCMCIA （ Personal Computer Memory Card
International Association）の仕様に準拠しています。

ExpressCard の設定
デバイスに必要なソフトウェアのみをインストールしてください。ExpressCard に付属の説明書にデ
バイス ドライバをインストールするように記載されている場合は、次のようにします。

● お使いのオペレーティング システム用のデバイス ドライバだけをインストールしてください。

● ExpressCard の製造販売元が他のソフトウェア（カード サービス、ソケット サービス、イネー
ブラなど）を提供していても、それらをインストールしないでください。

ExpressCard の挿入
注意： コンピュータおよび外付けメディア カードの損傷を防ぐため、PC カードを ExpressCard ス
ロットに挿入しないでください。

注意： PC カードコネクタの損傷を防ぐため、以下の点に注意してください。

ExpressCard カードを挿入するときには、必要以上の力を加えないでください。

ExpressCard カードが挿入されているときは、コンピュータを動かしたり移動したりしないでくださ
い。

ExpressCard スロットには保護用カードが挿入されている場合があります。保護用カードを取り外す
には、以下の手順で操作します。

1. 保護用カードを押し込んで（1）、固定を解除します。

2. 保護用カードをスロットから取り出します（2）。

ExpressCard を挿入するには、以下の手順で操作します。

1. カードのラベルを上にし、コネクタをコンピュータ側に向けて持ちます。
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2. カードを ExpressCard スロットに挿入し、しっかり装着されるまで押し込みます。

デバイスが検出されたときに音が鳴り、場合によっては使用可能なオプションのメニューが表示
されます。

注記： ExpressCard を初めて挿入した場合は、タスクバーの右端の通知領域に[デバイス ドラ
イバ ソフトウェアをインストールしています]というメッセージが表示されます。

注記： 装着されている ExpressCard は、使用されていなくても電力を消費します。節電するには、
使用していない ExpressCard を停止するか、取り出してください。

ExpressCard の停止と取り出し
注意： データの損失やシステムの応答停止を防ぐため、ExpressCard を取り出す前に ExpressCard
を停止してください。

1. 情報を保存し、ExpressCard に関連するすべてのプログラムを閉じます。

注記： データ転送を停止するには、オペレーティング システムの[コピーしています]ウィンド
ウで[キャンセル]をクリックします。

2. ExpressCard を停止するには、以下の手順で操作します。

a. タスクバーの右端にある通知領域の[ハードウェアの安全な取り外し]アイコンをダブルクリ
ックします。

注記： [ハードウェアの安全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域の[隠れている
インジケータを表示します]アイコン（[<]または[<<]）をクリックします。

b. 一覧から ExpressCard 名をクリックします。

注記： 一覧に表示されない ExpressCard を取り外す場合、デバイスを停止する必要はあ
りません。

c. [停止]をクリックし、[OK]をクリックします。

3. ExpressCard の固定を解除して取り出すには、以下の手順で操作します。

a. ExpressCard をゆっくり押し込んで（1）、固定を解除します。

b. ExpressCard をスロットから取り出します（2）。

JAWW ExpressCard の停止と取り出し 5



6 第 2 章   ExpressCard の使用 JAWW



索引

E
ExpressCard

設定 4
挿入 4
定義 4
停止 5
取り出し 5
保護用カードの取り出し 4

ExpressCard の設定 4

め

メディア カード

挿入 1
定義 1
停止 2
取り出し 2

JAWW 索引 7




	メディア カード リーダーでのカードの使用（一部のモデルのみ）
	メディア カードの挿入
	メディア カードの停止と取り出し

	ExpressCardの使用
	ExpressCardの設定
	ExpressCardの挿入
	ExpressCardの停止と取り出し

	索引


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Courier
    /Courier-Bold
    /Courier-BoldOblique
    /Courier-Oblique
    /Helvetica
    /Helvetica-Bold
    /Helvetica-BoldOblique
    /Helvetica-Oblique
    /Symbol
    /Times-Bold
    /Times-BoldItalic
    /Times-Italic
    /Times-Roman
    /ZapfDingbats
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33333
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /SyntheticBoldness 1.000000
  /Description <<
    /ENU <FEFF0046004f00520020004100630072006f006200610074002000360020004f004e004c0059000d0048005000490045002000530063007200650065006e0020004f007000740069006d0069007a00650064002000530065007400740069006e006700200066006f00720020004100630072006f006200610074002000360020004f004e004c0059>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


